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みんなで進めよう

茨城農業改革

み ん な の 力 で 農 業 改 革 を 進 め よ う

女性農業者は元気です。

　

女
性
が
農
業
就
業
人
口
の
過
半
数

を
占
め
、
女
性
の
活
躍
な
く
し
て
農

業
振
興
や
地
域
社
会
の
活
性
化
は
図

れ
な
い
と
い
わ
れ
る
中
、
女
性
達
は
、

本
当
に
元
気
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
女
性
達
は
、
農
業
生
産
技
術

等
の
基
本
を
学
ぶ
農
村
女
性
大
学
や
、

食
農
教
育
を
通
し
て
将
来
の
後
継
者

確
保
を
行
う
「
女
性
農
業
士
会
」
活
動
、

地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
る
農
村
女

性
組
織
、
地
域
の
特
産
物
や
地
場
産

物
に
付
加
価
値
を
付
け
、
地
産
地
消

の
一
役
を
担
う
女
性
起
業
等
に
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
者
が
計
画
性
を
も
っ
て
働
き

が
い
の
あ
る
魅
力
的
な
農
業
経
営
を

確
立
す
る
た
め
の
家
族
経
営
協
定
に

も
、
女
性
が
リ
ー
ド
役
と
な
っ
て
締

結
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
も
の

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
あ
り
、

女
性
が
元
気
な
と
こ
ろ
は
地
域
も
元

気
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

土
浦
地
域
で
は
、
生
産
者
で
あ
り

最
も
身
近
な
消
費
者
で
も
あ
る
女
性

農
業
者
の
感
性
や
能
力
が
、
農
業
生

産
や
地
域
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

上左：生産技術の学習会、上右：食農教育活動、下左：起業活動、下右：女性組織による学習会
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ま
ち 

か
ら 

む
ら 

か
ら 

農 作 業 の 事 故 を 防 止 し よ う

　

ナ
シ
の
大
玉
多
収
穫
栽
培
を
実
践
す

る
た
め
に
は
、
樹
勢
の
適
正
化
と
貯
蔵

養
分
の
蓄
積
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
整
枝
せ
ん
定
、
結
実
着
果
管
理
、

肥
培
管
理
、
土
づ
く
り
、
を
総
合
的
に

組
み
合
わ
せ
て
、
周
年
管
理
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
ナ
シ
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト

と
な
る
収
穫
後
の
管
理
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

● 

礼
肥
礼
肥

　

収
穫
が
終
わ
る
と
、
秋
根
の
伸
長
が

始
ま
り
、
落
葉
ま
で
の
間
、
来
春
の
生

長
に
備
え
て
貯
蔵
養
分
が
蓄
積
さ
れ
ま

す
。
こ
の
貯
蔵
養
分
の
蓄
積
を
高
め
る

た
め
、
収
穫
終
了
後
に
礼
肥
と
し
て

チ
ッ
ソ
成
分
で
四
㎏
／
一
〇
ａ
程
度
施

し
ま
す
。
な
お
、
混
植
園
に
つ
い
て
は
、

未
収
穫
樹
に
施
さ
な
い
よ
う
注
意
し
て

下
さ
い
。

● 

秋
季
せ
ん
定

秋
季
せ
ん
定

　

十
月
中
旬
頃
か
ら
、
三
年
生
側
枝
等

必
要
の
な
い
枝
の
み
除
去
し
ま
す
。
傷

口
の
癒
合
、
冬
季
せ
ん
定
時
の
労
力
軽

減
と
来
春
の
新
梢
発
生
が
良
く
な
る
等

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

注
意
点
と
し
て
、
樹
勢
の
低
下
し
て

い
る
園
で
は
行
わ
な
い
こ
と
と
、
徒
長

枝
は
樹
勢
維
持
の
た
め
に
切
ら
な
い
こ

土
浦
市

　

プ
ロ
農
業
者
を
め
ざ
し
て
勉
強
会

　

土
浦
市
の
二
〇
〜
四
〇
歳
代
の
若
手

農
業
者
で
組
織
さ
れ
て
い
る
「
Ｊ
Ａ
土

浦
青
年
部
は
ば
た
く
会
（
会
員
二
八
名
）」

で
は
、
こ
れ
ま
で
会
員
相
互
の
親
睦
を

深
め
る
た
め
の
会
員
交
流
会
や
、
土
浦

市
産
業
祭
で
の
農
産
物
直
売
、
視
察
研

修
な
ど
が
活
動
の
中
心
で
し
た
が
、
昨

年
度
か
ら
、
自
立
し
た
農
業
経
営
者
と

な
る
た
め
に
勉
強
会
を
取
り
入
れ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、「
農
薬
散

布
の
基
礎
」
や
「
病
害
虫
の
薬
剤
抵
抗
性
」

な
ど
病
害
虫
防
除
を
テ
ー
マ
に
勉
強
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
引
き
続

き
、
農
作
物
栽
培
の
基
礎
で
あ
る
「
土

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
勉
強
会
を
開
催

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員

達
は
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、
栽

培
技
術
や
経
営
感
覚
を
高
め
よ
う
と
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

か
す
み
が
う
ら
市

　

「
農
業
体
験
試
行
事
業
」
を
計
画

　

か
す
み
が
う
ら
市
で
は
、
農
村
に
関
心

が
あ
る
都
市
住
民
を
対
象
に
、
三
泊
四

日
（
宿
泊
は
市
営
の
施
設
等
）
の
日
程
で
、

あ
り
の
ま
ま
の
農
業
を
体
験
し
て
い
た
だ

く
企
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
に
協
力
す
る
の
は
、
市
農
業

三
士
の
会
（
農
業
経
営
士
・
女
性
農
業
士
・

ナ
シ
大
玉
生
産
の

た
め
の
管
理

と
、
が
あ
り
ま
す
。

● 

土
づ
く
り

土
づ
く
り

　

土
壌
の
化
学
性
を
改
善
す
る
た
め
、

土
壌
診
断
を
行
い
診
断
結
果
に
基
づ
い

た
土
壌
改
良
材
を
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ル
デ
ィ
ガ
ー
を
用
い
た

堆
肥
の
局
所
施
肥
や
、
株
元
へ
の
堆
肥

マ
ル
チ
な
ど
に
よ
り
、
土
壌
の
物
理
性

を
改
善
し
、
細
根
が
発
生
し
や
す
い
環

境
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
た
だ
し

施
用
す
る
堆
肥
は
、
完
熟
の
も
の
を
使

用
し
て
下
さ
い
。
未
熟
堆
肥
は
根
を
傷

め
る
な
ど
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
十
分

な
注
意
が
必
要
で
す
。

株元堆肥マルチ株元堆肥マルチ

ホールディガーによる局所深耕ホールディガーによる局所深耕

梨のパンナコッタ梨のパンナコッタ
●材料（４人分）
梨…1/2 個　　牛乳…250cc
生クリーム…200cc　  砂糖…70g
ゼラチン…10g　 水…大さじ 4杯
ラム酒…大さじ 1杯
（梨のコンポート）
梨…1個　　砂糖…40g
水…50cc　　赤ワイン…50cc
●作り方
①ゼラチン10gは水大さじ４杯で
ふやかしておく。
②梨1/2個をすりおろし、牛乳と合
わせて250ccとし鍋に入れる。
　生クリーム200ccと砂糖70gを加
え煮る。
③沸騰したら火からおろし①のゼ
ラチンを加えてよく溶かす。
④粗熱をとり、ラム酒大さじ１杯
を加える。
⑤器に冷やし固める。
⑥（コンポート）梨は5㎜角に切り鍋
に入れ、砂糖40g、水50cc、赤
ワイン50ccを加えて煮、粗熱を
取ったら冷やしておく。
⑦梨のパンナコッタに⑥の梨のコ
ンポートを盛りつける。
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農 薬 は 正 し く 使 い ま し ょ う

青
年
農
業
士
）
の
皆
さ
ん
で
、
一
戸
あ
た

り
三
名
が
農
作
業
を
体
験
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
試
験
的
に
実
施
す
る
こ
と
も

あ
り
、
以
前
か
ら
当
市
と
交
流
が
あ
る
板

橋
区
の
協
力
を
得
て
、
区
民
三
〇
名
程
度

を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
交
流
・
体
験
を
通
し
て
、
農

村
の
魅
力
を
伝
え
、
将
来
的
に
は
、
定
住
・

担
い
手
の
育
成
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

石
岡
市

　

石
岡
市
の
飼
料
米
生
産
の
取
り
組
み

　

Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
野
で
は
、
平
成
二
〇
年
度

に
六
〇
ａ
の
飼
料
米
を
試
作
し
ま
し
た
。

飼
料
米
は
、
Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
野
管
内
の
養
鶏

農
家
へ
飼
料
と
し
て
供
給
し
、
生
産
し
た

卵
は
生
協
向
け
に
販
売
し
好
評
を
得
ま
し

た
。
養
鶏
農
家
か
ら
飼
料
米
を
年
間
給
餌

し
た
卵
を
生
産
し
た
い
と
の
要
望
が
あ

り
、
二
一
年
度
は
、
本
格
的
に
飼
料
米
の

生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
飼
料
米
の

作
付
面
積
は
、
約
一
二
ha
で
、
四
戸
の
耕

種
農
家
が
、
転
作
田
を
利
用
し
栽
培
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
地
域

資
源
循
環
の
取
り
組
み
と
し
て
、
発
酵
ケ

イ
フ
ン
を
利
用
し
た
有
機
質
施
肥
に
よ

る
飼
料
米
の
試
作
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

石
岡
市
で
は
、
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
で

飼
料
米
を
転
作
作
物
に
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
八
郷
地
区
で
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

石
岡
市
全
体
で
は
、
約
二
八
ha
と
な
っ
て

い
ま
す
。

レ
ン
コ
ン
の
施
肥
を

見
直
し
ま
し
ょ
う

　

霞
ヶ
浦
周
辺
に
は
一
面
に
レ
ン
コ
ン
田

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
環
境
問
題

に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
農
業
用

水
の
霞
ヶ
浦
へ
の
排
水
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
施
肥
窒
素
量
を
削
減
し

た
レ
ン
コ
ン
栽
培
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

①
二
割
減
肥
栽
培

　

レ
ン
コ
ン
の
県
基
準
施
肥
窒
素
量
は

二
四
㎏
／
一
〇
ａ
で
す
が
、
溶
出
期
間

一
〇
〇
日
程
度
の
肥
効
調
節
型
被
覆
肥
料

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
基
準
よ
り
二

割
削
減
し
た
窒
素
量
一
九
㎏
／
一
〇
ａ
で

も
平
年
並
み
の
収
量
を
維
持
で
き
ま
し

た
。

②
隔
年
施
肥
栽
培

　

土
づ
く
り
の
た
め
た
い
肥
を
毎
年
一
ｔ

／
一
〇
ａ
施
用
し
、
施
肥
を
一
年
お
き
に

二
〇
㎏
／
一
〇
ａ
程
度
と
し
、
平
年
並
み
の

収
量
を
維
持
で
き
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

③
特
別
栽
培
農
産
物
の
取
り
組
み

　

茨
城
県
の
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
制
度

に
お
け
る
レ
ン
コ
ン
の
化
学
肥
料
由
来
の

窒
素
成
分
量
は
一
〇
．
七
㎏
／
一
〇
ａ
以

下
、
化
学
農
薬
の
成
分
回
数
は
三
回
以
内

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
別
栽
培
に
取

り
組
ん
だ
事
例
で
は
、
排
水
中
の
窒
素
流

出
量
は
一
八
〜
三
八
％
減
り
ま
し
た
。

　

レ
ン
コ
ン
の
一
〇
ａ
当
た
り
の
窒
素
吸

収
量
は
単
収
が
約
一
．
八
ｔ
の
場
合
、
地

上
部
、
地
下
部
、
収
穫
物
を
合
わ
せ
て
約

　

ダ
ニ
は
昆
虫
で
は
な
く
、
ク
モ
の
仲

間
で
す
。
そ
の
証
拠
に
、ハ
ダ
ニ
で
は
、

成
長
し
た
若
虫
・
成
虫
の
脚
が
八
本

あ
り
ま
す
（
生
ま
れ
た
て
の
幼
虫
の

脚
は
六
本
で
す
）。
よ
っ
て
、
ハ
ダ
ニ

を
防
除
す
る
た
め
に
は
、
昆
虫
を
対

象
と
し
た
殺
虫
剤
で
は
な
く
、
殺
ダ

ニ
剤
を
用
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

☆
ダ
ニ
の
話
あ
れ
こ
れ
☆

県
育
成
品
種
の
紹
介
（
コ
ギ
ク
）

　

茨
城
県
で
は
、
七
月
〜
九
月
に
か
け

て
の
需
要
期
に
開
花
す
る
よ
う
な
県
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
育
成
に
取
り
組
み
、

三
品
種
が
品
種
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

「
常
陸
サ
マ
ー
レ
モ
ン
」

・
花
色
は
レ
モ
ン
イ

エ
ロ
ー
系
の
黄
色

・
頂
点
咲
き
で
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
良

好
・
季
咲
き
栽
培
に
は

七
月
出
荷
作
型
が
適
し
、
八
月
出
荷
を

目
指
す
場
合
は
電
照
処
理
等
に
よ
る
開

花
調
節
が
必
要

　

 

（
平
成
一
九
年
一
二
月
出
願
公
表
）

「
常
陸
サ
ニ
ー
ホ
ワ
イ
ト
」

・
花
色
は
純
白
に
近
い
白
色

・
頂
点
咲
き
で
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
良
好

・
開
花
時
期
は
七
月

上
旬
で
東
京
盆
向

け
に
有
望

　

 

（
平
成
二
〇
年

　

一
二
月
出
願
公
表
）

「
常
陸
サ
マ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」

・
花
色
は
明
る
い
黄
色

・
分
枝
数
、
着
蕾
数
の
多
い
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
あ
る
品
種

・
八
月
旧
盆
〜
盆
明

け
に
有
望

　

 

（
平
成
二
〇
年

　

一
二
月
出
願
公
表
）

一
二
㎏
で
す
。
そ
れ
以
外
の
分
は
田
面
水

や
土
壌
浸
透
水
に
含
ま
れ
て
霞
ヶ
浦
へ
排

水
、
ま
た
は
土
壌
中
に
蓄
積
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
肥
料
費
の
節
約
、
環
境
に
配
慮
し

た
レ
ン
コ
ン
栽
培
に
取
り
組
む
た
め
、
施

肥
を
見
直
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
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就 農 の ご 相 談 は 普 及 セ ン タ ー ま で

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
や
湖
沼
・
地
下

水
の
水
質
汚
染
な
ど
環
境
の
悪
化
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
農
業
に
お

い
て
も
環
境
に
や
さ
し
く
持
続
的
な
農

法
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
一
一
年
度
に
制
定
さ
れ
た
「
持

続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
の
導
入
に

関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
制
度
が
出
来
ま
し
た
。

　

「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」
は
【
土
づ
く
り
】、

【
化
学
肥
料
低
減
】、【
化
学
農
薬
低
減
】

の
三
つ
の
技
術
を
一
体
的
に
取
組
む
こ

と
に
よ
り
知
事
の
認
定
を
受
け
た
、
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
を
担
う
農
業
者
の

愛
称
で
す
。

　

現
在
、県
内
で
は
約
六
，八
五
七
人
（
平

成
二
一
年
三
月
現
在
）
が
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

多
く
の
人
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

作
物
ご
と
に
前
記
の
技
術
の
中
か
ら
一

種
類
以
上
の
具
体
的
な
技
術
を
選
ん
で
計

画
書
を
作
成
し
、
農
林
事
務
所
経
営
・
普

及
部
門
（
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
計
画
書
が
認
め

ら
れ
る
と
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
し
て
認
定

さ
れ
ま
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク
に
つ
い
て

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク
に
つ
い
て

　

「
ｅ
ｃ
ｏ
」
の
文
字
と
「
地
球
」・「
∞
」

を
モ
チ
ー
フ
に
、
持

続
性
の
高
い
農
業

生
産
方
式
に
取
り
組

む
農
業
者
の
積
極
的

な
姿
勢
と
広
が
り
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま

す
。「
笑
顔
」
は
地
球
環
境
へ
の
や
さ
し

さ
や
農
産
物
の
「
安
心
感
」、「
親
し
み

や
す
さ
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

　２００９年度から、専修学校となり大学への編入学の受験資
格が得られます。
　茨城県立農業大学校は，幅広い視野と豊かな人間性の形成を図るとともに，
時代に即応できる経営感覚に優れた農業者及び農村社会の担い手，農村地域に
おいて指導的役割を果たし得るにふさわしい者の教育を目標としています。

■入学定員■

平成22年度茨城県立農業大学校学生募集

科　名 入学定員 主な対象 修業年限 専攻コース

学 

科

農 学 科 40名 高等学校等を卒業した者
又は平成２２年３月に卒業
若しくは修了見込みの者

2年 普通作・露地野菜・果樹
畜産学科 10 2年
園芸学科 30 2年 施設野菜・花き

研 究 科 10
農業大学校卒又は短期
大学等卒以上若しくは
卒業見込みの者

2年 作物・園芸・畜産

◎　詳しくは入試事務局にお問い合わせください。
■ 問い合わせ先　〒311-3116　茨城県東茨城郡茨城町長岡４０７０－１８６
　　　　　　　　　　　　　　  《入試事務局》　℡　０２９－２９２－００１０
■ 農大ホームページ　http: / /www.ibanodai .ac . jp/

　

今
年
度
新
た
に
次
の
方
々
が
茨
城
県

知
事
か
ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
経
営
士
の
宮
下
茂
司
氏
、

鈴
木
昇
氏
、
飯
田
敬
市
氏
、
外
塚
孝
雄

氏
、
女
性
農
業
士
の
櫻
井
裕
子
氏
、
川

上
泰
子
氏
、
青
年
農
業
士
の
坂
川
伸
一

氏
、
市
川
浩
文
氏
、
幕
内
秀
文
氏
が
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
経
営
士

　

土
浦
市　

大
関
忠
氏

　
　

レ
ン
コ
ン
＋
野
菜

　

Ｊ
Ａ
土
浦
都
和

レ
ン
コ
ン
部
会
の

部
会
長
を
務
め
て

い
ま
す
。
レ
ン
コ

ン
は
、
早
生
、
中

生
、
晩
生
種
を
作
付
け
し
て
、
長
期
出

荷
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ハ
ウ
ス
で
、
コ
マ
ツ
ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
を
周
年
出
荷
し
、
所
得
の
安
定
と
、

労
力
の
分
散
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

石
岡
市　

原
田
通
弘
氏

　
　

施
設
キ
ュ
ウ
リ
＋
稲
作

　

Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
野

キ
ュ
ウ
リ
部
会
に

所
属
し
、
生
産
履

歴
管
理
責
任
者
と

し
て
安
全
安
心
な

キ
ュ
ウ
リ
生
産
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
良
質
な
自
家
堆
肥

に
よ
る
土
づ
く
り
や
、
養
液
土
耕
栽
培

に
よ
る
効
率
的
な
施
肥
管
理
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
　

　

か
す
み
が
う
ら
市　

小
林
賢
次
氏

　
　

花
木
＋
苗
木

　

コ
ニ
フ
ァ
ー
を

中
心
に
造
園
用
の

花
木
等
の
苗
木
を

生
産
し
て
い
ま

す
。
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
様
々
な
大
き
さ
、
品
種
を

揃
え
て
い
ま
す
。
単
に
花
木
を
販
売
す

る
だ
け
で
な
く
、
施
工
先
に
合
わ
せ
た

庭
木
や
花
壇
の
配
置
等
も
提
案
し
て
い

ま
す
。

女
性
農
業
士

　

土
浦
市　

斉
藤
礼
子
氏

　
　

施
設
花
き

　

家
族
経
営
協
定

を
締
結
し
、
役
割

分
担
を
明
確
に
し

て
、
本
人
夫
婦
は

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
、
親
夫
婦
は
雪

柳
を
生
産
か
ら
販
売
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
責

任
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
将

来
は
、
直
売
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
活

動
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

農
業
経
営
士

　

女
性
農
業
士の

紹
介


